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生徒一人一人に確かな学力の定着を図るために
～ 数学科におけるＴ・Ｔの指導を通して ～

１ 少人数指導（ティーム・ティーチング）の方針・計画
（１）数学科において，すべての学年で，週１時間ずつ時間割に固定して，Ｔ・Ｔに

よる指導を行う。
（２）生徒の実態を的確に捉え，数学科担当者と学年担当者（数学科以外）の特性を

生かし，確かな学力の定着を図るための指導内容・方法等の在り方を追究する。
（３）授業における教師の役割や生徒との関わりを明確にしながら，授業を進める。
（４）教師が互いに知恵を出し合い，授業の工夫改善を通して，生徒のみならず教師

自身が成長するＴ・Ｔを目指す。

２ 実践の概要
（１）生徒一人一人の実態を把握するとともに，打合せの時間を確保し，共通理解を

図り，工夫改善しながら指導を進める。特に，基礎的基本的な内容の定着やアン
ダーアチーバーの生徒への個別指導を重視して進めている。

（２）ねらいや手立て，指導内容・指導方法等との関連
から，Ｔ１とＴ２の役割分担を明確にするとともに，
反省を次の授業に生かしながら進めている。

（３）Ｔ１，Ｔ２とも自信や自己肯定感をもたせるアド
バイスに努め，生徒一人一人の意欲を刺激する個別
指導に心掛けている。

（４）生徒のつぶやきを拾い上げたり，机間指導で生徒
の考えをつかみ，意図的な指名を行ったり，柔軟な
授業展開をしたりしている。

実践例 数学的活動の楽しさを味わわせる学習課題の工夫
～連立方程式の解き方(２年)～ ※ りんごを○，み

りんご２個とみかん５個の代金は，５２０円 … ① かんを●で表す。
りんご２個とみかん３個の代金は，４００円 … ② ※ 一人一人にじっ
みかん１個の値段は何円ですか。 くり考えさせる時
Ⅰ シェーマ図の利用 間を確保する。

○○＋●●●●●＝５２０ … ① ※ Ｔ１，Ｔ２は分
－) ○○＋●●● ＝４００ … ② 担をして，ヒント

●●＝１２０ を与えたり，励ま
●＝ ６０ したり，賞賛した

Ⅱ 数式の利用 りする。
２ｘ＋５ｙ ＝５２０ … ① ※ シェーマ図と比

－) ２ｘ＋３ｙ ＝４００ … ② 較させ，数式の利
２ｙ ＝１２０ 用へとつなぐ。
ｙ ＝ ６０ ※ ○やｘがなくな

Ⅲ 連立方程式を解くには … 文字の消去 っていることに気
付かせる。

３ 実践の成果と課題
○ Ｔ・Ｔの役割分担を明確にし，基礎的基本的な内容の定着やアンダーアチーバ
ーの生徒への個別指導を重視して進めた成果が，中間テストの成績に表れていた。
○ 教師個々の特性が相乗効果をもたらし，学習効果を高めているとともに，生徒
はＴ・Ｔによる指導を好意的に受け入れている。
● 打合せの時間を時間割に固定するなど十分確保し，Ｔ１，Ｔ２がさらに共通理
解を図って，授業に臨む態勢を整えていく必要がある。


